
可
似
今
、

既
巷
二
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と
、
相
模
守
と
雨
入
し
て
切
殺
被
申
候
。
共
跡
よ
り
段
々
一被
参
候
て
、

た
ま
す
を
た
弘

吉
候
桜
花
被
致
候
出
。

其
節
筑
前
守
殿
、
脇
指
宕
の

乎
陀
ぬ
き
持
被
中
候
て
、
何
も
御
覧
候
へ
.

h
M
く
れ
は
仕
り
は
い
た

さ
ぬ
と
被
巾
候
。
追
付
師
宅
、
病
に
て
泉
紋
巾
候
。

共
時
分
一
向
に
石

見
守
を
褒
め
候
て
、
筑
前
守
殴
の
沙
汰
無
之
候。

右
の
首
尾
陀
候
へ

ば
、
筑
前
守
殴
も
見
都
民
事
存
候
。
流
石
大
老
摂
有
之
と
奉
存
候
。

一
、
阿
部
針
州
期
間
加
州
迫
肢
の
都

大
猷
院
様
御
他
界
の
節
、
阿
部
針
馬
守
般
道
肢
の
説
。
釘
馬
守
殿
は
、

父
倫
中
守
殴
大
坂
御
城
代
に
て
十
府
石

K
候
蕗
、
別
に
五
高
石
被
下

御
老
中
陀
被
仰
付
候
。
然
所
陀
御
他
界
の
節
・

期
間
加
賀
守
殿
、
御

披
陀
て
御
老
中

へ
向
被
巾
候
は
.
私
郡
御
有
知
の
通
り
、
御
取
立
御

厚
間
四
の
者
K
候
得
ば
.此
皮
御
供
仕
候
。
各
獄
事
、不
及
申
儀
K
候
得

共
、
御
幼
君
部
制
御
守
政
被
成
候
て
、
御
批
点
目
被
遊
侠
桜
陀
と
山
中
断
候
。

大
切
の
時
分
K
伐
へ
ば
悶
端
御
忠
出
町
の
段
、
唯
今
よ
り
総
務
候
山
被

巾
供
出
宍
御
老
中
の
内
よ
り
釣
馬
守
殴
す
L

み
被
山山
候
て
.
私
事
も

御
供
可
申
出
被
申
候
蕗
.
何
も
耽
川
被
巾
鉢
陀
て
と
か
く
の
挨
拶
無

之
.
や
h
A

あ
っ
て
加
伐
守
殿
被
巾
候
は
.
A
I
は
近
頃
不
符
寄
印刷
K
候。

先
頃
巾
上
候
遇
、
私
事
は
格
別
の
訴
に
候
へ
ば
、
金
て
よ
り
御
供
仕

御
波
被
成
候
。

右
京
選

師
事
仙
畑
仕
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右
京
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応
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地
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て
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の
逝
直
に
巾
上
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叉
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分
も
立
が
た
く
奉
存
候
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彼
が
巾
応
至
樹
と
存
候
陀
付
、同
時
的
候
て
此
段
巾
上
候
山
吉
上

仕
伴
、
川
町
ぽ
‘

御
な
被
成
侠
は

本
京
逃
巾
刷
出
も
、
共
方
龍
腕
崎
町出川も
・

不
胞
に
不
被
思
召
候
。

此
上
は
御岡山
付
可
紋
下
回
訂
に
て
、

御
自
経
に

大
納
言
械

へ
御
自
寄
を
す
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め
候
桜
陀
と
の
御
引
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刑判
時
此
艶
付
治
候
上
に
も
、

時
は
如
何
と
上
意
陀
付

私
申
候
は
共
分
は
御
構
被
遊
間
数
候
。

兄
弟
談
の
俄 五t

度
死
不
巾
伐
て
不
叫
川
市
中
に
倹
へ
北
ハ

如
何
に
し
て
も
御

訟
も
き
帥
山
花
候
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御
朗自
付
と
些
巾
都

右
京
逃
市
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に
候
故
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此
上
に
は
是
非
陀
承
引
常
設
不
巾
候
て
は・

不
能
防
候
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最

御
心
安
〈
思
召
候
桜
花
と
直
に

巾
上
候。

御
盤
付
持
参
位
、
へ
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手{
京
抽
出
務
長
旨
御
駒
川
巾
ι

上
候
て

私
郡
能
的
候
。

此
叫
吋
私
事
は

命

を
指
上
中
旨
巾
と
侠
都
、
上
に
も
御
存
知
の
俊
民
候
へ
ぽ

ロ佳

今
仰
他
界
の
底
、
設
存
命
を
ら
れ
巾
，，~ 

き
も
の
に
候
設。

此
段
各
校

に
も
御
料
簡
被
成
候
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と
被
申
候
庭
、
共
『守

同
陀
御
4

ん
芸
M

国
民
脊

軒、
山
花
て
.
御
披
よ
り
加
賀
守
殿
と
乎
を
引
合
山
被
巾
、

直
陀
切
股

可
制
d
訟

怨

占，、

径
と
致
究
悟
候
。
御
自
分
の
革
、大
役
を
も
被
仰
何
世
候
。
共
上
私
共

同
事
K
御
供
可
被
成
事
も
無
之
候
。

然
ば
長
〈
首
上
様
へ
仰
山
中
公
被

成
候
て
‘
御
守
立
被
成
事
第
一
の
御
忠
節
と
存
候
。
何
も
如
何
思
召

候
哉
。
何
分
陀
も
御
mM被
成
可
然
旨
被
申
候
へ
ば
、
異
口
同
音
に
仰

4

ん
に
候
。
釘
馬
殿
に
御
供
可
被
成
の
道
理
無
之
事
と
被
巾
候
庭
‘
封

馬
殿
被
巾
候
は、

成
穏
御
不
緋
御
+
ん
陀
候
。
私
事
、
先
上
依
御
代
始

の
時
分
よ
り
、

一
命
指
上
可
巾
旨
巾
上
慨
。

此
俄
は
貌
備
中
内
寸
も
不

存
事
K
候
。
先
上
核
と
私
な
ら
で
は
、
存
た
る
も
の
無
之
候
。
唯
今

御
他
界
候
て
、
挺
も
外
に
知
り
た
る
も
の
無
之
候
へ
ば
と
て
.
御
約

束
中
上
候
不
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峨
今
だ
ま
り
候
て
、官
官
命
仕
間
数
除
。
唯
今
に
除
問

御
物
館
可
仕
候
。
御
代
始
の
時
分
、
阪
河
大
納
言
様
を
安
藤
布
京
逃

へ
御
預
被
遊
候
て
冒
御
自
容
を
す
、
め
府
間
桜
花
と
の
御
伎
に
、
私
を

被
仰
付
候
。
高
崎
へ
罷
越
‘
上
意
の
越
巾
候
庭
、
右
京
逃
巾
軒
町
は
、

仰
自
分
御
伎
の
俄
に
候
へ
ば
無
党
東
山
山
は
師
一
之
候
へ
共
‘
仰
四
四
付
加
'

之
候
て
は
不
罷
成
候
。
叉
不
巾
候
て
も
御
謹
校
級
の
帥
闘
に
依
へ
ば
、何

と
ぞ
思
召
直
さ
る
L
核
陀
は
成
申
間
数
哉
。

北
ハ
段
不
慌
成
能
医
仮
は

ピ
、兎
に
角
御
邸
付
を
持
品
世
仕
悦
へ
と
申
候
て、
つ
れ
主
〈
私
を
返
し

巾
候
。
私
御
伎
に
被
仰
付
候
て
.
右
京
逃
申
陀
付
、
商
間
も
な
く
龍

の
止品
へ
五
に
被
市
明
快
時
分
・
抽
唱
付
あ
な
た
に
て
可
懸
御
問国
u
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此
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も
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放
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し
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被
巾
候
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制削
馬
守
殿
訟
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と
臨
伯
作
候
。

巾
逃
候。

一
、
駿
何
大
納
官
桜
御
生

安
藤
右
京
進
、
布
御
盤
付
被
下
仮
以
後
・

巾
上
候
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制
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竹
の
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が
り
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放
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へ
仰
と
は
せ
被
成
館
、
成

何
事
に
候
哉
共
段
は
不

御
覧
被
成
候
て
、
何
事
に
か
印
刷
陀
仕
候
哉
と
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脅
e
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の
務

行

務
行
巾
般
は

存
候

右
京
逃
巾
付
快
故
、

へ
ど
も
.

如
此
仕
候。

と
ぞ
江
戸
よ
り
巾
来
候
哉
と
翠
存
回
日
巾
候
へ
ば

推
企
仕
候
陀

共
段
御
間
被
成
候 何

て
.

委
川
酬
の
都
は
川
陀
不
及
出
国
被
仰
候
て

共
日

日
反
古
な
ど
御

自
身
御
し
ら

べ
被
成
、
御
前
陀
て
燐
扮
さ
せ
被
成

共
後
御
椅
上
り

そ
れ

へ
被
仰
付
候

可
申
ι
回
目
.

近
習
に
小
女

人
被
召
仕
侠
に
付

へ

ぽ
御
酒
持
参
候
底
、心
能
被
召
上
・
何
ぞ
吸
物
を
申
付
候

人
御
勝
手
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と
被
仰
付

候
て

布
小
女

へ
立
申
候。

践
の

白
き
小
袖
を
御
引
か
づ

一世h
慌
て 人
も
何
や
ら
ん
御

用
被
仰
付
、
モ
と
を
立
巾
候叫酬
に
て

き
被

成
、
御
伏
し
被
成
御
也
候
成
へ、

御
調
持
て
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段
巾
上
候
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と
か
〈
の
御
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答
無
之
候
故
、
き
ぬ
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引
あ
げ
見
侠
へ
ぽ
御
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